
ト
イ
ッ
の
ラ
イ
ラ
ッ
ィ
ヒ
出
身
で
、
カ
ス
パ
ル
流
外
科
の
元
祖
、
カ
ス
・
〈

Ｊ
ル
・
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
（
一
六
二
三
コ
一
七
○
六
年
）
の
生
涯
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
に
も
色
々
と
紹
介
し
て
き
た
が
、
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
彼
の

葬
儀
に
際
し
て
の
「
弔
辞
」
等
、
新
し
い
資
料
を
発
見
し
た
。

同
旨
①
ロ
⑦
忘
昌
冨
鴨
口
旨
の
の
旨
①
昌
巳
」
ｇ
巴
庁
鴨
賃
○
黒
の
ご
夛
自
巨
昏
①
】

鱒
巴
］
訂
ず
巴
⑦
旨
蔚
匡
ざ
ぽ
Ⅱ
、
○
一
①
ロ
旨
胃
Ｆ
①
甘
一
〕
①
旨
由
の
の
富
＃
Ｅ
目
的
ロ
①
、
づ
ざ
匡
Ⅱ

同
旨
①
冒
ぐ
の
黒
①
ロ
》
く
日
Ⅱ
Ｐ
号
筈
自
昌
目
ロ
』
二
ざ
匡
Ⅱ
句
胃
冒
①
胃
目
の
冒
国
①
員
旨

○
ｍ
”
で
笛
吋
の
。
毒
四
国
号
の
儲
ｍ
切
辿
蜀
唇
境
唇
巴
〕
旨
の
ロ
、
鉾
門
媚
①
厨
戸
冒
邑
ご
日
韓
匪
冒
芹
①
旨

国
画
且
の
房
Ⅱ
ご
色
ロ
ロ
の
巴
一
ご
閂
〕
ロ
①
旨
皆
．
シ
冒
罠
シ
，
巨
己
○
○
ぐ
閂
．
ロ
臼

函
○
号
画
易
呂
己
ご
〕
の
旨
く
閏
、
閏
自
己
Ｅ
侭
旨
号
門
シ
８
号
冒
涜
巳
〕
①
旨
弔
四
二
‐

一
宮
号
Ｈ
Ⅱ
〆
胃
号
①
騨
易
帝
印
．
瞬
Ｆ
日
》
干
少
国
白
す
①
貢
画
ｏ
胃
①
旨
旦
胃
ロ
．

⑦
○
三
号
甸
臥
①
号
旨
］
］
の
堅
侭
目
角
口
冒
・
詞
詞
○
○
画
曾
異
．
シ
閉
①
閉
○
吋
℃
巨
旨
旦

園
ロ
切
目
彦
○
冒
國
め
勺
四
異
日
．
㈲
①
巷
圃
碕
》
鳴
号
巨
○
再
ず
の
】
］
巳
甚
口
冒
の
色
冒
巨
①
一

（
一
一
）

句
帝
騎
◎
ず
の
Ｈ
画
．

こ
の
よ
う
な
特
に
重
要
な
人
物
の
場
合
に
の
み
印
刷
さ
れ
た
弔
辞
は
、
ラ

イ
プ
ッ
ィ
ヒ
市
民
社
会
に
於
け
る
シ
ャ
ム
、
、
ヘ
ル
ゲ
ル
の
地
位
の
高
さ
を
明
確

に
示
し
て
い
る
。
記
念
の
た
め
に
配
ら
れ
る
部
数
の
少
な
い
弔
辞
は
殆
ど
が

時
代
と
共
に
消
え
て
い
く
。

カ
ス
パ
ル
・
シ
ヤ
ム
ベ

「
弔
辞
」
に
つ
い
て

ヴ
オ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ミ
ヒ
ェ
ル

ル
ゲ
ル
の

瞬
職
騨
識
撫
溌
蕊
瞬
騨
癖
離
職
蕊
臘
蕊
職
溌
購
膳
臘
畷
驚
憾
隠
畷
畷
職
驚
臘
臘
僅
聡
臘
Ｅ
Ｓ

シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
の
弔
辞
の
場
合
も
今
日
で
は
ド
イ
ツ
、
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン

ビ
ュ
ッ
テ
ル
の
ヘ
ル
ッ
ォ
ー
ク
・
ア
ウ
グ
ス
ト
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

「
シ
ュ
ト
ル
ゞ
ヘ
ル
ク
・
シ
ュ
ト
ル
ゞ
ヘ
ル
グ
の
弔
辞
集
」
の
一
編
し
か
残
っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
に
関
す
る
資
料
は
数
部
に
分
け
ら
れ
る
。
冒
頭
は
ゼ
ー

リ
ヒ
マ
ン
神
父
の
六
十
六
頁
に
も
及
ぶ
説
教
で
、
こ
れ
は
、
普
通
の
早
さ
で

読
詮
上
げ
て
も
二
時
間
半
前
後
は
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
聖
書
か
ら
多
く

を
引
用
し
、
遺
族
や
悲
し
み
に
く
れ
る
人
達
を
慰
め
て
い
る
。
死
出
の
旅
に

出
た
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
が
若
い
頃
二
万
マ
イ
ル
を
超
え
る
束
イ
ン
ド
へ
の
旅

を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
幾
度
と
な
く
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
二
度
の
難
破
を

生
き
延
び
た
の
は
彼
が
神
に
限
り
な
く
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
同
時
に
神
の
シ
ャ
ム
《
ヘ
ル
ゲ
ル
ヘ
の
寛
大
な
慈
悲
の
顕
わ
れ
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
神
父
は
十
六
頁
に
わ
た
る
「
履
歴
」
の
中
で
、
葬
儀
の

出
席
者
に
色
々
と
気
を
配
り
な
が
ら
故
人
の
生
涯
、
業
績
な
ど
を
紹
介
し
て

(Stolberg-
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い
る
。
短
い
「
し
め
く
く
り
」
と
「
主
の
祈
り
」
で
弔
辞
は
終
わ
る
。
そ
の

後
に
は
六
頁
の
「
謝
辞
」
が
続
く
が
、
こ
れ
は
「
黒
い
葬
儀
の
大
広
間
」
で

述
べ
ら
れ
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
ブ
・
プ
フ
ァ
イ
フ
ニ
ル
Ｃ
Ｏ
冒
冒
］

の
○
三
号
国
①
霞
①
門
）
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ク
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
旨
冨
己
昌
ご
冨
一
‐

庸
冒
〆
叶
眉
①
周
）
が
出
版
し
た
以
下
の
九
人
の
「
後
援
者
、
親
族
と
友
人
」

に
よ
る
「
最
後
の
名
誉
の
追
憶
」
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
ｌ
ヨ
ー
ハ
ン
．

シ
ユ
プ
リ
ア
ー
ヌ
ス
Ｃ
Ｏ
医
四
口
口
○
〕
胃
旨
巳
巨
、
）
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
ュ
ラ
イ
テ

ル
（
○
ず
国
の
８
三
〕
の
巳
肖
巴
討
民
）
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
ヤ
ッ
ヘ
ル

Ｃ
Ｏ
寄
凹
ご
冒
○
胃
厨
さ
も
写
の
○
ず
四
。
壷
閂
）
、
ゞ
コ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
シ
ェ
ア
（
の
○
＃
屋
呂

の
○
房
煙
①
儲
）
、
ヨ
ー
ハ
ネ
ス
・
ド
ル
ソ
フ
ェ
ル
ト
（
百
面
四
邑
冒
の
の
ロ
○
日
庁
丘
）
、
ザ

ン
ク
ト
・
ト
ー
マ
ス
教
会
の
助
祭
イ
マ
ー
ヌ
〒
一
ル
・
ホ
ル
ン
色
日
日
四
日
巨
①
一

困
○
目
）
、
ロ
↓
、
－
ヌ
ス
・
テ
レ
ル
（
罰
○
日
四
目
扇
目
①
二
日
）
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア

ン
・
エ
ー
レ
ン
フ
リ
ー
卜
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
（
○
胃
房
註
四
口
同
旨
①
罠
己
＆

静
篦
①
鼻
）
、
ヨ
ー
ハ
ン
・
グ
ラ
ウ
プ
ネ
ル
Ｑ
ｏ
宮
口
目
⑦
国
巨
も
ロ
の
門
）
、
そ
し

て
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヤ
ー
コ
プ
・
ザ
イ
レ
ル
（
○
胃
一
里
酎
旨
嵜
８
ず
の
①
浄

一
①
Ｈ
）
Ｏ

、さ
ら
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ァ
ン
・
ゲ
ッ
ェ
ン
（
○
言
冒
酎
旨
⑦
ｇ
ｇ
）
が
出
版

し
た
三
頁
に
は
、
。
「
一
ツ
ト
フ
リ
ー
ト
・
オ
レ
ア
ー
リ
ウ
ス
教
授
（
の
○
詐
箇
＆

ｇ
の
胃
旨
の
）
に
よ
る
「
即
興
の
追
悼
詩
」
が
承
ら
れ
る
。
シ
ャ
ム
。
ヘ
ル
ゲ
ル

の
い
と
こ
ヨ
ー
ハ
ン
・
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
フ
リ
ッ
ッ
Ｃ
Ｏ
冨
昌
口
繋
ｇ
宮
口

く
冨
園
）
も
自
分
の
「
感
想
」
の
印
刷
を
ヨ
ー
ハ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
ア
ス
・

チ
ャ
ゥ
Ｃ
Ｏ
富
国
目
Ｐ
且
Ｈ
の
閉
騨
。
冨
巨
）
に
依
頼
し
て
い
る
。
文
集
の
最
後

に
は
孫
の
カ
ス
・
ハ
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
○
四
名
胃
甸
昌
の
号
巨
〕
）
と
ク
リ
ス

テ
ィ
ァ
ン
・
・
コ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
合
胃
冨
冒
〕
の
○
蚤
風
＆
）
が
流
し
た
「
悲

し
象
の
涙
」
で
綴
っ
た
三
頁
が
残
っ
て
い
る
。

ゼ
ー
リ
ヒ
マ
ン
神
父
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
短
い
「
履
歴
」
（
図
２
）
は

（
一
二
）

特
に
貴
重
な
参
考
資
料
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
の
本
文
は
す
で
に
発
表
し
た
。

こ
こ
で
は
、
若
い
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
職
業
養
成
や
東
イ
ン
ド
商
会
で
の
彼

の
活
動
に
関
す
る
不
明
な
点
に
つ
い
て
紹
介
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る

経
歴
を
補
い
た
い
と
思
う
。

私
見
で
は
あ
る
が
、
以
前
か
ら
シ
ャ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ル
は
大
学
出
身
の
医
師
で

は
な
く
、
理
髪
外
科
医
だ
っ
た
と
主
張
し
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
以
下
の

文
で
よ
う
や
く
証
明
さ
れ
る
。

「
当
初
彼
の
愛
す
べ
き
両
親
は
、
息
子
の
成
長
期
に
彼
を
商
業
へ
向
か
わ

せ
よ
う
と
し
た
が
、
当
時
ド
イ
ツ
は
戦
時
不
安
で
、
こ
の
職
業
を
子
供
に
選

ば
せ
る
の
は
賢
明
で
は
な
い
と
判
断
し
、
む
し
ろ
特
に
当
時
著
名
な
医
師
だ

っ
た
ミ
ヒ
ェ
リ
ス
の
外
科
学
を
修
め
さ
せ
る
よ
う
に
と
い
う
忠
告
に
神
を
信

劇

；

鱗
》
鐙

椴診

鰯
曙'･'‘空-唖ﾆﾆ宝『,1~泌苛''号器棋ﾆﾆ則,#,,I',

識蕊；鐸

図2シャムベルケルの「履歴」
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じ
て
従
い
、
結
局
一
六
三
七
年
三
月
十
六
日
、
息
子
を
当
地
の
経
験
豊
か
な

外
科
医
ク
リ
ス
ト
フ
・
バ
ッ
ヘ
ル
‐
ｒ
に
託
し
た
。
そ
こ
で
三
年
間
、
こ
の
学

問
の
基
礎
を
よ
く
学
び
、
一
六
四
○
年
、
恩
師
に
別
れ
を
告
げ
た
と
き
に
は

名
声
と
栄
誉
を
得
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
が
、
ｎ
分
の
腕
を
さ
ら
に
磨
く
た

め
、
彼
は
ま
も
な
く
ハ
レ
と
ナ
ウ
ム
ブ
ル
ク
ヘ
行
き
、
さ
ら
に
九
二
年
こ
の

（
四
）

学
問
に
没
頭
し
た
。
」

ク
リ
ス
ト
フ
・
バ
ッ
ヘ
ル
ト
（
○
言
冒
○
昌
国
：
胃
鼻
）
に
つ
い
て
は
残

念
な
が
ら
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
ゾ
ー
ス
ト
の
ヨ
ー
ハ
ン
・
ミ
ヒ
ャ
エ
リ
ス

（
五
）

（
］
・
冨
巨
冨
巨
届
①
房
）
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
。
ヘ
ル
ク
を
初
め
と
し
て
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
で
学
業
を
修
め
、
一
六
三
○
年
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
で
修
士
、

一
六
三
一
年
に
博
士
号
を
取
得
し
、
ま
も
な
く
教
授
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

経
歴
の
う
ち
、
「
終
身
学
の
部
長
」
（
己
①
２
国
扁
月
ｇ
の
言
扁
）
に
な
っ
た
こ

と
や
、
一
六
四
一
年
か
ら
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク

公
爵
の
侍
医
に
な
り
、
一
六
六
二
年
か
ら
は
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
ニ
世
選

帝
侯
の
侍
医
を
勤
め
た
こ
と
等
が
注
目
に
値
す
る
。
彼
は
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
で

初
め
て
化
学
薬
を
紹
介
し
、
自
ら
も
調
合
薬
を
多
数
開
発
し
た
が
、
そ
の
中

（
一
ハ
）

で
も
「
ｇ
①
ｏ
氏
。
巨
目
。
①
吾
農
２
日
」
は
大
い
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
重
要
な
著
作
を
再
版
し
、
前
書
き
も
多
数
書
い
て
い
る
。
ミ
ヒ
ャ
エ

リ
ス
は
一
六
六
七
年
に
死
去
し
た
。
彼
の
著
作
全
集
は
一
一
ユ
ル
ン
、
ヘ
ル
ク
で

一
六
八
八
年
に
出
版
さ
れ
、
一
六
九
八
年
に
再
版
さ
れ
た
。
一
六
三
七
年
シ

ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
両
親
に
外
科
医
と
し
て
の
養
成
を
勧
め
た
と
き
、
彼
は
三

十
歳
代
の
初
め
で
す
で
に
正
教
授
に
な
っ
て
い
た
。

見
習
を
終
え
た
外
科
医
が
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
で
資
格
を
取
る
た
め
に
は
二
年

間
勤
め
れ
ば
十
分
で
、
修
業
の
旅
に
出
る
必
要
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
十
六
歳
の
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
は
「
愛
す
る
家
族
の
承
認
と
同
意
を

得
て
」
、
三
十
年
戦
争
の
さ
中
で
身
に
危
険
の
及
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、

旅
に
出
た
。
ま
ず
、
ハ
レ
と
ナ
ウ
ム
ブ
ル
グ
で
二
年
間
、
腕
に
磨
き
を
か
け

た
。
「
履
歴
」
に
は
さ
ら
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
、
プ
ロ
イ
セ
ン

の
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
、
ヘ
ル
ク
、
ダ
ン
ッ
ィ
ヒ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

（
七
）

そ
し
て
最
後
に
オ
ラ
ン
ダ
が
並
ぶ
。

東
イ
ン
ド
行
き
の
動
機
や
決
心
に
つ
い
て
、
ゼ
ー
リ
ヒ
マ
ン
神
父
は
「
神

の
お
導
き
」
と
職
業
へ
の
熱
意
を
挙
げ
る
。
故
人
を
賛
え
る
他
の
テ
キ
ス
ト

も
こ
の
点
に
妙
に
こ
だ
わ
り
、
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
が
ラ
イ
ブ
ッ
ィ
ヒ
の
よ
き

市
民
と
し
て
何
十
年
も
共
に
生
活
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
々
の
多
く

は
、
彼
が
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
旅
行
を
広
げ
た
の
か
、
理
解
に
苦
し
ん

で
い
た
。
シ
ャ
ム
｜
、
ヘ
ル
ゲ
ル
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
商
会
所
に
応
募
し
て
い

（
八
）

る
が
、
私
が
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
外
科
医
に
は
厳
し
い
試
験
を
課
し
て
い

（
九
）

た
。

彼
は
三
年
間
の
期
限
付
き
で
、
外
科
医
長
一
人
と
外
科
医
二
人
と
共
に
旗

（
一
○
）

艦
弓
ウ
リ
ー
ッ
ィ
ウ
ス
号
」
（
冨
色
員
冨
口
の
）
に
乗
船
し
た
。
艦
隊
は
一
六

四
三
年
十
月
二
十
四
日
に
出
港
し
た
。
お
そ
ら
く
彼
は
い
わ
ゆ
る
「
三
番
目

の
外
科
医
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
外
科
医
た
ち
は
士
官
と
一
緒
に
食
事
を

取
り
、
乗
組
員
よ
り
は
い
く
ら
か
よ
い
寝
床
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
は

病
人
の
世
話
と
一
定
の
衛
生
上
の
消
毒
、
つ
ま
り
火
薬
へ
の
点
火
、
及
び
船

長
室
で
酢
を
気
化
さ
せ
た
り
し
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ま

で
の
長
い
航
海
で
は
死
亡
率
も
極
め
て
高
か
っ
た
。
船
出
し
て
ま
も
な
く
新

鮮
な
食
料
品
と
飲
料
水
が
不
足
し
、
船
は
通
気
が
悪
く
、
乗
組
員
の
体
調
は
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日
左
に
悪
化
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
南
緯
度
地
方
の
様
登
な
伝
染
病
に
対

し
て
、
陸
上
で
は
こ
の
よ
う
な
病
気
の
治
療
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
外
科
医
は

い
ず
れ
に
し
て
も
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
往
路
で
は
喜
望
峰
に
補
給
基
地
が

ま
だ
な
く
、
こ
こ
で
水
の
十
分
な
補
給
が
で
き
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

喜
望
峰
か
ら
出
て
、
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
二
度
、
嵐
に
遭
い
、
「
船
を
失
い
、

野
蛮
な
住
民
の
た
め
に
生
命
の
危
険
に
」
さ
ら
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
記
録

に
よ
れ
ば
マ
ウ
リ
ッ
ィ
ウ
ス
号
は
一
六
四
四
年
二
月
七
日
レ
ー
ウ
ヴ
ェ
ン
ベ

ル
ヒ
島
の
付
近
で
座
礁
し
、
沈
没
し
た
が
、
積
み
荷
も
乗
組
員
も
伴
走
の
う

（
一
一
）

レ
ー
デ
号
と
テ
ー
ゲ
ル
号
に
助
け
ら
れ
た
。
こ
の
航
海
は
長
く
続
き
、
つ
い

に
「
船
上
で
の
危
険
な
反
乱
」
が
起
こ
っ
た
が
、
そ
れ
は
挫
折
し
た
か
、
あ

る
い
は
鎮
圧
さ
れ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
「
新
鮮
な
水
が
不
足
し
、
他

に
も
面
倒
が
多
く
て
」
赤
道
付
近
で
彼
は
二
度
も
重
い
熱
病
に
か
か
り
、
床

（
一
一
一
）

に
伏
し
た
。
九
ヶ
月
た
っ
て
や
っ
と
シ
ャ
ム
。
ヘ
ル
ゲ
ル
は
一
六
四
四
年
七
月

三
十
一
日
、
「
運
良
く
無
事
に
」
東
イ
ン
ド
商
会
帝
国
の
中
心
地
バ
タ
ビ
ア

の
地
に
お
り
立
っ
た
。
彼
の
頑
丈
な
体
質
ば
こ
の
航
海
で
初
め
て
証
明
さ
れ

た
。
彼
は
ゆ
っ
く
り
も
し
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
直
ち
に
戦
艦
に
乗
船
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
商
会
は
ち
ょ
う
ど
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
す
る
九
度

目
の
海
上
封
鎖
を
準
術
し
て
い
た
。
司
令
官
は
後
ほ
ど
バ
タ
ビ
ァ
総
督
と
し

て
偉
大
な
業
績
を
挙
げ
た
ヤ
ン
・
マ
ー
ッ
イ
ヶ
ル
（
甘
の
口
冒
い
①
苗
昌
鼻
①
馬
）
。

艦
隊
の
う
ち
の
一
隻
に
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
の
同
郷
人
ヨ
ー
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
デ

ル
．
。
ヘ
ー
ル
Ｃ
Ｏ
言
冒
昌
ぐ
○
口
号
耗
呼
言
）
が
同
船
し
て
お
り
、
彼
が
こ
の

作
戦
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
シ
ャ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ル
は
軍
に
配
属
さ
れ
て
四
日

後
の
一
六
四
四
年
八
月
八
日
、
乗
船
し
た
。
十
日
に
艦
隊
は
出
港
し
、
八
月

二
十
八
日
に
・
コ
ア
の
沖
合
に
着
い
た
。
連
か
よ
く
一
、
ｌ
ツ
イ
ヶ
ル
は
彼
の
Ⅱ

（
一
二
一
）

的
を
交
渉
の
承
に
よ
っ
て
達
成
し
た
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
履
歴
書
に
よ
れ
ば
次
の
滞
在
地
は
セ
イ
ロ
ン
島
に
な

っ
て
い
る
。
ゴ
ア
近
郊
で
の
交
渉
を
成
功
さ
せ
た
後
、
十
一
月
半
ば
に
艦
隊

の
大
部
分
は
西
海
岸
の
ネ
ゴ
ン
ボ
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が

（
一
四
）

一
月
四
日
、
東
イ
ン
ド
商
会
に
明
け
渡
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
ス
ラ

（
一
五
）

タ
ヘ
・
ヘ
ル
シ
ァ
ヘ
向
か
っ
た
。
・
ヘ
ル
シ
ア
湾
、
ホ
ル
ム
ズ
の
沖
合
で
ク
ラ
ー

ス
・
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
（
Ｑ
画
の
の
○
○
目
の
房
国
国
○
且
）
の
下
、
船
員

五
○
七
名
と
兵
士
四
五
二
名
を
擁
す
る
大
艦
隊
が
集
結
し
た
。
し
か
し
、
様

々
な
攻
撃
や
交
渉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
ム
ロ
ン
と
キ
ス
、
、
、
ス
で
は
そ
れ
ほ

ど
の
成
果
は
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
が
記
し
た
地
名
か
ら

推
測
す
れ
ば
、
彼
は
シ
ェ
ル
フ
ィ
ス
号
（
粋
胃
互
の
）
に
乗
り
込
ん
で
い
た

（
一
一
〈
）

よ
う
だ
。
。
ヘ
ル
シ
ァ
で
の
冒
険
は
一
六
四
五
年
八
月
半
ば
に
中
断
さ
れ
た
。

シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
船
は
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
テ
ル
ナ
テ
島
に
向
か
い
、
一
六

（
一
七
）

四
六
年
一
月
五
日
、
再
び
バ
ビ
タ
ビ
ア
ヘ
帰
っ
た
。
次
の
作
戦
ま
で
の
間
を

彼
は
お
そ
ら
く
町
の
病
院
か
要
塞
の
医
局
で
過
ご
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
六
四
六
年
八
月
二
十
三
日
、
シ
ャ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ル
は
「
フ
ォ
ル
モ
ー
サ
島
、

中
国
や
日
本
の
王
国
」
へ
旅
立
つ
よ
う
命
令
を
受
け
た
。
つ
ま
り
彼
に
は
勤

務
期
間
の
延
長
が
課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
中
国
へ
の
旅
に
関
し
て
も
詳

細
が
わ
か
ら
な
い
。
ゼ
ー
リ
ヒ
マ
ン
神
父
が
述
べ
た
旅
行
先
の
順
番
は
中
国

に
関
し
て
は
狂
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
一
六
四
四
年
に
明
朝
が
崩
壊

し
て
か
ら
中
国
南
部
で
は
明
朝
の
支
持
者
が
清
軍
に
対
し
て
か
な
り
の
抵
抗

を
続
け
て
い
た
。
台
湾
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
と
明
朝
の
関
係
が
次
第
に
悪
化
し

て
い
く
な
か
で
、
中
国
と
の
貿
易
を
安
定
さ
せ
る
た
め
北
京
の
新
し
い
政
権

と
関
係
を
結
ぶ
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
商
会
は
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調
査
を
か
ね
た
使
節
と
し
て
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
ヘ
ー
デ
ル
（
一
六
五
二

年
）
や
ツ
ァ
ハ
リ
ァ
ス
・
ワ
ー
ゲ
ネ
ル
（
一
六
五
三
年
）
を
広
東
へ
派
遣
し

た
。
も
し
か
し
た
ら
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
は
ど
ち
ら
か
の
使
節
団
の
団
員
だ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。

シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
の
日
本
滞
在
は
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

「
履
歴
」
の
記
述
を
紹
介
す
る
に
留
め
よ
う
。

「
八
月
二
十
三
日
に
新
た
な
命
令
を
受
け
、
東
イ
ン
ド
商
会
の
大
使
節
団

と
と
も
に
台
湾
島
、
中
国
、
日
本
へ
行
き
、
最
後
に
は
江
戸
に
も
行
く
よ
う

に
と
言
わ
れ
た
と
き
、
彼
は
こ
の
命
令
に
従
順
に
従
い
、
す
ぐ
に
乗
船
し
た

ば
か
り
か
、
最
終
目
的
地
で
四
名
の
日
本
人
医
師
に
技
術
を
試
さ
れ
、
彼
の

外
科
医
学
が
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
象
な
さ
れ
る
や
、
そ
の
医
術
に
よ
っ
て

日
本
の
皇
帝
の
宮
廷
や
高
位
の
君
主
や
貴
族
に
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
対
す
る

助
言
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
名
誉
を
得
た
。
し
ば
し
ば
順
調
に
治
療
が
成
功

し
た
お
か
げ
で
多
く
の
特
権
や
自
由
を
得
、
東
イ
ン
ド
商
会
全
体
も
優
遇
さ

れ
た
。
つ
い
に
は
そ
の
地
に
長
く
滞
在
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
彼
は
つ

い
に
は
辞
め
て
元
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
会
社
に
戻
り
た
い
と
切
望
し
、
許
可
を

（
一
八
）

得
た
が
、
翌
年
新
た
な
商
館
長
と
共
に
再
び
日
本
の
幕
府
に
招
か
れ
た
。
」

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
彼
は
ア
ン
ド
リ
ー
ス
・
フ
リ
ー
ジ
ウ
ス
で
は
な
く
、

次
期
の
出
島
商
館
長
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ホ
ル
ス
ト
と
と
も

に
来
た
こ
と
に
な
る
。
ブ
ル
ッ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
フ
ロ
イ
ト
船
マ
ー
ス
ラ
ン
ド

号
は
台
湾
を
経
由
し
て
日
本
に
来
て
お
り
、
一
六
四
九
年
八
月
七
日
に
長
崎

港
に
入
っ
て
い
る
。
四
人
の
日
本
人
医
師
に
よ
る
「
検
査
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
商
館
長
ブ
ル
ッ
ク
ホ
ル
ス
ト
の
日
記
に
も
一
六
四
九
年
十
一
月
七
日
付
け

で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
通
詞
猪
股
伝
兵
衛
と
中
村
八
左
衛
門

が
剃
髪
し
た
人
四
名
を
同
伴
し
て
商
館
に
や
っ
て
き
た
。
奉
行
馬
場
三
郎
左

衛
門
か
ら
こ
の
四
名
に
外
科
の
教
授
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら

（
一
九
）

は
外
科
医
、
つ
ま
り
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
に
紹
介
さ
れ
た
。
有
名
な
江
戸
で
の

十
ヵ
月
に
及
ぶ
滞
在
は
、
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
に
と
っ
て
か
な
り
長
引
い
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

日
木
を
後
に
し
て
一
六
五
五
年
ま
で
の
四
年
間
シ
ャ
ル
ム
《
ヘ
ル
ゲ
ル
が
東

イ
ン
ド
で
何
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
「
履
歴
」
に
は
日
本
、
シ
ャ

ム
、
ト
ン
キ
ン
（
東
京
）
ヘ
の
旅
と
い
う
形
で
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
船

（
二
○
）

は
お
そ
ら
く
長
崎
へ
も
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
葬
儀
に
際
し
て
ヨ
ー
ハ

ン
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
プ
ア
一
ノ
イ
フ
ェ
ル
が
述
べ
た
「
謝
辞
」
に
は
さ
ら
に

（
一
一
一
）

コ
ー
チ
ン
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
が
い
年
月
の
間
に
シ

ャ
ム
《
ヘ
ル
ゲ
ル
は
十
三
度
も
赤
道
を
通
り
、
二
万
マ
イ
ル
程
の
旅
を
し
た
こ

と
に
な
る
。
一
六
五
五
年
九
月
、
彼
は
無
事
に
オ
ラ
ン
ダ
に
入
港
し
、
二
、

三
週
間
後
に
は
十
二
年
ぶ
り
に
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
に
戻
っ
て
い
る
。
彼
を
特
に

（
一
二
一
）

喜
ば
せ
た
の
は
母
方
の
祖
父
か
ま
だ
健
在
だ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
「
履
歴
」

に
は
さ
ら
に
、
彼
が
東
イ
ン
ド
商
会
で
「
商
取
引
に
つ
い
て
多
く
を
学
び
、

経
験
し
」
、
こ
の
こ
と
で
外
科
医
と
し
て
の
技
量
と
同
様
、
「
神
の
特
別
な
恵

象
を
得
た
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
シ
ャ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ル
は
、
私
が
す
で
に

推
測
し
た
よ
う
に
、
裕
福
に
な
っ
て
帰
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ッ
ィ

ヒ
の
同
郷
人
た
ち
は
こ
の
類
の
「
陸
上
、
水
上
で
の
幸
、
不
幸
」
に
つ
い
て

は
さ
ん
ざ
ん
耳
に
し
て
お
り
、
「
皆
が
飽
き
る
ほ
ど
十
分
に
」
知
っ
て
い
た

（
一
二
二
）

た
め
、
神
父
は
葬
儀
の
と
き
、
も
う
触
れ
た
く
は
な
か
っ
た
。

弔
辞
は
彼
の
晩
年
に
焦
点
を
移
す
。
シ
ャ
ム
、
ヘ
ル
ゲ
ル
は
最
後
の
二
年
間

は
「
体
中
が
衰
弱
し
て
い
る
」
と
嘆
い
て
は
い
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
「
礼
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拝
に
は
習
慣
に
従
っ
て
出
か
け
、
彼
の
年
齢
で
の
唯
一
の
娯
楽
、
と
り
わ
け

彼
自
身
で
し
つ
ら
え
た
庭
園
で
、
夏
も
冬
も
時
間
を
過
ご
す
」
こ
と
が
で
き

（
二
五
）

た
。
こ
の
庭
園
は
シ
ャ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ル
関
係
の
訴
状
に
何
度
も
現
わ
れ
、
一
通

に
は
略
図
ま
で
添
付
し
て
あ
る
（
図
３
）
。
死
者
の
棺
の
そ
ば
で
は
、
「
高
官

や
著
名
人
」
も
訪
れ
た
と
い
う
こ
の
庭
園
の
貴
重
な
、
珍
し
い
花
が
称
賛
さ

（
一
一
一
ハ
）

れ
た
。
も
し
か
す
る
と
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
種
も
蒔
い
て
い
た
か
も
知
れ

な
い
。
家
の
紋
章
の
保
謹
天
使
（
？
）
の
下
半
分
が
三
本
の
花
に
な
っ
て
い

る
の
も
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。

シ
ャ
ム
ゞ
ヘ
ル
ゲ
ル
が
死
ぬ
数
週
間
前
に
彼
の
「
昔
か
ら
の
親
愛
な
る
友
」

で
あ
っ
た
ピ
ピ
ン
グ
（
国
弓
旨
巴
が
死
に
、
そ
れ
を
予
感
す
る
か
の
よ
う
に

彼
は
そ
の
葬
鮫
で
次
は
自
分
の
番
だ
ろ
う
と
告
げ
て
い
る
。
彼
の
臨
終
に
つ

い
て
は
ゼ
ー
リ
ヒ
マ
ン
神
父
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
し
か
し
こ
の
前
の
イ
ー
ス
タ
ー
の
時
、
枝
の
主
日
に
は
ま
だ
元
気
で
、

皆
の
前
に
、
神
に
ふ
さ
わ
し
い
客
と
し
て
晩
餐
会
に
出
席
で
き
る
ほ
ど
で
、

図3ライプツィヒ郊外の

シャムベルケルの庭園
（30）

と
き
ど
き
彼
を
煩
わ
せ
て
い
た
足
の
捕
風
も
少
し
良
く
な
っ
て
い
た
が
、
イ

ー
ス
タ
ー
三
日
目
の
夕
食
時
に
突
然
脳
卒
中
を
起
こ
し
、
水
曜
日
の
午
前
、

十
時
か
ら
十
一
時
の
間
に
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
強
い
発
作
で
起
こ
り
、
右
半

身
が
麻
蝉
し
、
全
身
の
力
が
な
く
な
っ
た
。
よ
く
効
く
薬
や
強
壮
剤
を
使
っ

て
、
こ
の
思
い
が
け
な
い
発
作
に
、
全
力
で
対
処
し
た
が
、
一
度
弱
っ
て
し

ま
っ
た
体
は
二
度
と
立
ち
上
が
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
故
人
は
命
が
尽
き
、
人
々
に
別
れ
を
告
げ
て
、
天
へ
旅
立
つ

（
二
七
）

時
が
近
い
こ
と
を
悟
り
、
聖
シ
メ
オ
ン
の
時
を
辛
抱
強
く
待
っ
た
だ
け
で
な

く
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
習
慣
に
則
り
、
敬
鹿
な
歌
と
祈
り
を
捧
げ
、
同
様
に

司
祭
も
準
術
の
式
を
行
い
、
近
い
剃
類
や
教
会
の
友
人
も
皆
、
で
き
る
限
り

立
ち
会
っ
た
。
彼
ら
の
敬
度
で
真
熱
な
涙
の
祈
り
を
神
様
が
温
情
を
も
っ
て

す
ぐ
に
お
聞
き
届
け
に
な
り
、
故
人
は
二
日
経
た
な
い
う
ち
に
、
長
患
い
と

臨
終
の
床
で
こ
の
よ
う
に
用
意
万
端
と
と
の
え
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
痛
象
も
な

く
、
救
世
主
の
到
来
を
待
ち
な
が
ら
、
つ
い
に
前
の
木
雌
日
、
夜
八
時
四
十

五
分
、
見
守
る
人
た
ち
の
敬
虚
な
祈
り
と
欧
の
中
、
安
ら
か
に
こ
の
世
の
生

を
終
え
た
。
彼
は
、
神
か
ら
類
ま
れ
な
恵
象
を
得
て
、
そ
の
命
の
日
数
は
モ

（
二
八
）

－
ゼ
の
定
め
る
期
限
を
超
え
、
歳
は
八
十
三
に
五
ヵ
月
を
残
す
だ
け
だ
っ

（
二
九
）

た
。
」盛

大
な
葬
儀
の
後
、
し
ば
ら
く
す
る
と
膨
大
な
遺
産
を
め
ぐ
る
争
い
が
始

ま
り
、
続
い
て
ま
も
な
く
長
男
ヨ
ー
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
（
］
○
冨
口
旨

○
宵
騎
冒
旨
）
が
一
七
○
六
年
八
月
四
日
に
死
に
、
争
い
は
さ
ら
に
激
し
さ
を

加
え
た
。
ラ
イ
プ
ッ
ィ
ヒ
の
公
文
書
館
の
文
書
に
は
様
々
な
「
彼
の
庭
園
、

（
三
○
）

家
屋
の
譲
渡
に
対
す
る
異
議
」
が
一
七
○
六
年
か
ら
一
七
五
○
年
に
か
け
て

申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
。
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文
献

］
○
言
旨
］
ぐ
○
旨
号
埼
国
①
胃
（
ご
ｇ
）
”
詞
①
厨
の
ロ
画
巳
〕
嵜
冨
）
く
○
己
閏
‐
旨
‐

合
の
旨
》
弔
の
吋
曾
の
目
色
ロ
ｇ
ｏ
の
甦
○
旨
昌
⑤
今
昌
Ｉ
』
⑦
、
Ｐ
胃
貝
”
①
肘
①
ず
の
ｍ
巳
晨
の
ぎ
巨
冒
＆

ぬ
①
ロ
ぐ
○
冒
号
員
の
ｏ
胃
口
団
の
自
昌
①
ロ
ロ
ロ
ニ
嵐
働
①
鴨
｝
①
貝
の
ロ
昌
昌
口
苛
国
降

号
汽
ｚ
篇
号
ユ
野
〕
島
留
胃
ロ
ヨ
ミ
の
胃
‐
ロ
冒
旦
○
黒
‐
旨
昌
、
。
言
目
尻
○
日
富
‐

ぬ
目
①
巨
届
ｇ
ｌ
ミ
ョ
．
国
の
国
屋
拾
侭
呂
①
旨
く
○
口
い
嗣
炉
国
○
口
○
恩
ｚ
号
①
託
．

閃
四
国
旦
娼
ロ
①
ロ
．
困
口
画
的
こ
ぎ
．

ロ
四
噸
胃
の
四
鼻
９
号
の
○
○
日
冒
○
員
の
ｚ
四
口
鳴
困
ｏ
巨
昌
一
国
＆
の
貝
Ｐ
ロ
⑦
ｏ
の
日
‐

冨
Ｈ
Ｐ
Ｏ
冨
岳
さ
骨
肝
ｚ
ｏ
蔚
日
ず
①
Ｈ
Ｐ
Ｏ
ｇ
お
①
ロ
．
扇
９
．
（
函
２

津
痘
①
旨
①
の
冒
口
の
昌
罰
ご
嚴
胃
ｏ
巨
臥
．
出
陣
画
巴

口
角
哩
月
⑦
唱
呉
日
号
ｍ
ｏ
Ｏ
冒
冒
○
貝
、
ｚ
四
日
魑
麗
昌
巨
］
隣
且
⑦
再
静
ｚ
ｏ
ぐ
の
‐

冒
号
①
Ｈ
Ｐ
Ｃ
岳
お
さ
骨
鵠
①
○
ｇ
○
ず
自
鈩
○
忌
呂
．
（
国
典
シ
街
①
目
⑦
⑦
旨

”
】
房
、
胃
○
匡
瓜
・
ロ
２
．
函
四
四
巴

ダ
さ
一
碕
四
口
ぬ
い
巨
旨
］
昂
一
（
岳
ｇ
Ｐ
）
”
○
四
の
で
四
円
の
ｏ
屋
四
日
ご
曾
蝿
①
厨
《
《
Ｆ
①
ウ
の
口
、
Ⅱ

屈
匡
電
』
『
言
語
文
化
論
究
』
、
第
一
号
、
福
岡
、
一
九
九
○
年
、
四
十
一
’

五
十
一
頁
。

弓
。
侍
四
晨
巨
巨
邑
（
己
豊
〕
）
“
出
島
関
節
医
カ
ス
・
ハ
ル
・
シ
ャ
ム
。
ヘ
ル

ゲ
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
。
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
十
六
巻
第
三
号
、

二
○
一
’
二
一
○
頁
。

ロ
胃
穴
の
ａ
５
員
①
“
ロ
①
嘱
口
①
①
、
戸
巨
ロ
」
①
旨
旦
の
昌
昌
①
巨
黒
・
閂
○
○
里
‐

旨
昌
い
＆
〕
①
○
○
日
で
凹
四
旨
①
旨
ｚ
＆
①
ユ
ロ
ロ
号
呂
‐
旨
昌
の
．
シ
目
鼻
①
己
閏
巨

昌
①
い
①
。

国
①
愚
畠
シ
巨
媚
色
黒
国
亘
旨
昏
鼻
昇
ご
Ｃ
宝
⑦
旨
ワ
貸
討
］
叩
穴
昌
巳
品
号
民
［
胃
‐

、
二
言
］
胃
の
８
弓
⑦
託
噂
の
８
号
①
崎
鮠
、
。
毒
①
ご
Ｆ
①
旨
彦
①
旨
宅
境
の
Ｓ
ｍ
討
旨
ｍ
画
日
日
宮
日
脆

へへへへへ

而今’四＝二二一

ゼーンンー

、
一
、
ダ

ー
ユ
〆
、

〃
《
〆
闇

二二／~、／~、／~、
一つプL‘ﾉｰLｲﾆ2
シ……シシ

（
一
二
）

（
一
一
二
）

（
一
四
）

犀
一
．
』
ｌ
吟
伊
臼
胃
侭
”
ロ
⑦
嘱
口
①
Ｈ
思
弓
ｌ
忌
誤
．
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
の
弔

辞
資
料
の
登
録
番
号
は
一
九
八
○
三
で
あ
る
。

注
釈

三
角
］
○
］
冑
①
一
（
胃
④
や
つ
」
）
〕
（
」
や
や
○
一
）
）

聾
○
房
①
侭
‐
め
８
弓
の
侭
の
弔
辞
雄
一
九
八
○
三
号
。

（
夛
自
ざ
ぽ
⑦
」
へ
』
や
や
つ
卸
）
．

グ

グ
、

弔
辞
、
六
八
六
九
頁
。

○
胃
厨
は
臼
〕
の
２
蚤
：
志
ｏ
冨
罵
』
二
嘱
冒
⑦
旨
の
、
⑦
①
一
①
胃
討
冒
Ⅱ

Ｆ
の
凶
ｏ
ｏ
ｐ
弓
巴
（
復
刻
版
国
三
色
昌
冒
ご
臼
）

主
成
分
の
辰
砂
と
勺
薬
末
に
少
量
の
紛
末
状
の
｝
一
メ
ラ
ル
ド
、
ヘ
ラ

ジ
カ
の
ひ
づ
め
、
人
間
の
頭
蓋
骨
、
赤
サ
ン
・
『
一
、
鹿
角
、
真
珠
、
琉

珀
を
加
え
る
。

弔
辞
、
七
○
頁
。

弔
辞
、
六
九
頁
。

冨
旨
冨
兵
ご
こ
〕
）
．
二
○
五
頁
。

弔
辞
、
七
○
頁
。

］
．
宛
．
切
院
巨
讐
ロ
〕
詞
砂
⑦
畠
異
国
》
胃
．
陣
－
５
臣
の
旨
口
昌
巳
〕
，
少
巴
胃
旨

の
匡
己
冒
冒
”
冒
号
①
弓
吾
画
口
旦
尻
昏
○
①
巨
冨
己
の
、
、
弓
彦
の
国
“
四
局

后
己
．
ぐ
９
．
目
で
ｇ
上
騨
与
弓
．
国
］
、
○
○
○
房
目
の
（
＆
・
）
釦
⑦
①
ロ
①
‐

Ｈ
巳
①
巨
尉
巴
ぐ
の
目
．
〉
の
○
国
ぐ
①
己
邑
的
①
届
霞
．
ロ
①
①
一
目
）
や
鴎
鰐

弔
辞
、
七
一
頁
。

国
①
言
．
、
四
六
’
五
○
頁
。

国
の
言
．
五
一
頁
。

(149）621



（
三
）
弔
辞
、
七
一
頁
。

（
宍
）
呼
胃
．
七
○
頁
。

（
石
）
弔
辞
、
七
一
頁
。

（
六
）
弔
辞
、
七
一
、
七
二
頁
。

ヘ
ヘ
シ
一
ｍ
⑦
門
口
員
己
屋
①
圖
昌
烏
鳥
目
鴎
黒
①
ロ
ン
ロ
”
巨
黒
一
○
昌
尾
の
ず
①
岸
○
日
目
の
旨
ゞ

目
津
竺
禺
四
○
牙
巨
○
の
了
冒
島
国
己
胃
彦
①
言
の
①
閻
旨
号
ｇ
津
具
洋
己
．
四
の
彦
竺
①
房

冒
ｍ
巳
蜀
日
冒
○
圏
・
冒
哩
の
旨
与
①
昌
竺
⑦
ロ
ズ
今
昌
唱
里
○
房
目
。
匡
日
印
〕
百
℃
四
目
》

ロ
旨
旦
の
旨
昌
旨
］
〕
ぬ
四
時
ｐ
ｍ
ｏ
〆
帝
○
の
○
）
旨
の
ず
鼻
四
目
二
日
匡
○
茸
彦
の
ロ
》
画
ご
画
匡
儲
臼
‐

ぬ
の
Ｐ
］
〕
翼
自
己
巳
〕
芹
巴
庁
冒
、
○
一
巳
冒
の
Ｈ
Ｏ
嶽
旦
５
ｍ
里
】
○
厨
四
日
降
昌
画
○
ず
、
の
‐

］
の
ず
①
↓
》
匡
口
こ
の
』
。
］
胃
画
一
の
○
ず
四
］
回
圃
巨
の
○
ケ
藍
｛
①
ず
の
顕
⑦
丘
①
国
。
い
○
巨
旦
⑦
尉
邑
色
色
○
｝
】

巴
印
①
門
四
国
一
①
厨
了
鴨
堅
ｍ
ｏ
匡
①
昌
○
鼻
①
ぐ
○
旨
ぐ
』
①
尉
諒
で
画
昌
、
ｏ
医
①
ロ
ン
房
昌
‐

ｇ
の
の
田
口
の
Ｈ
も
吋
○
庁
の
里
○
口
三
ぐ
①
的
の
］
】
の
ｘ
四
日
』
目
鼻
》
ロ
ロ
堅
叩
の
旨
の
境
○
冨
吋
口
儲
‐

ぬ
勝
巳
〕
の
屋
昇
ご
】
の
ｍ
の
固
め
○
ず
四
庫
拝
む
儲
○
ず
幽
詐
の
計
｛
匡
旨
聖
①
ご
呈
昌
○
時
』
の
口
画
旦
芦
の
ケ
○
ず
の

○
目
画
旦
①
⑦
尉
｝
〕
巳
庁
①
画
・
ロ
四
面
①
吋
尋
の
噸
①
旨
助
の
旨
①
託
【
自
己
黒
自
営
』
○
胃
Ｈ
画
，

當
○
】
Ｅ
冒
○
匡
昌
侭
局
員
匡
日
ぐ
Ｏ
ご
Ｑ
の
冒
冒
で
画
昌
の
。
ず
の
ロ
扇
酔
く
い
の
匡
旨
医
の
旨

２

国
○
帝
の
の
ぎ
鷲
①
ロ
、
色
屋
呂
、
冒
号
目
鳴
○
閉
９
国
①
胃
ｇ
巨
目
邑
曼
日
己
呂
目
⑦
旨

の
言
ご
回
①
、
Ⅱ
勺
①
筋
○
口
の
］
】
〉
冒
旨
畠
巨
四
画
ｏ
彦
の
】
】
の
罠
の
〕
四
〕
①
討
旨
甸
竺
庁
ご
願
昌
吋
禺
ず
の

①

閲
①
国
○
ぬ
の
画
》
四
戸
。
犀
言
①
的
①
ロ
．
乱
①
庁
壗
姫
冨
ｏ
匡
旨
ず
の
罧
○
口
蔚
旨
日
淳
毒
○
ず
の
ロ

弔
国
昌
庁
唱
涜
自
国
』
蜀
峰
の
望
毎
①
津
①
ロ
》
の
○
冨
○
］
］
一
ぐ
○
門
ｍ
の
』
画
①
勺
①
時
ｍ
○
国

の
①
弓
ｍ
計
》
巴
、
Ｓ
①
の
腎
具
｝
旨
げ
の
○
ｍ
Ｔ
旨
昌
、
昌
勿
巳
胄
⑦
○
○
日
己
四
噸
日
①
ず
の
叩

旨
Ｐ
」
】
ぬ
の
芹
〕
屋
目
今
⑦
画
竺
］
旨
ぽ
い
画
詫
二
四
の
ユ
ゴ
黒
①
］
ロ
の
圃
臥
芹
毎
口
”
園
巨
ぐ
の
時
ケ
］
巴
，

セ

ヮ
①
ご
館
①
旨
黛
］
〕
蒟
鼻
尋
○
ａ
①
巳
．
ご
昌
旦
言
房
尋
○
匡
①
局
四
匡
庫
ｍ
①
旨
旨
、
融
戸
，

臼
砲
巾
の
豊
。
辱
の
己
ゞ
の
昌
昌
旨
］
胃
尋
尉
旦
禺
色
目
島
①
ｐ
ご
己
ｍ
巴
○
旨
口
唇
」
圃
匡

●

の
①
昌
国
ご
○
壗
伝
の
旨
同
ｐ
Ｈ
○
も
、
①
肘
◎
ず
①
ロ
○
○
ヨ
壱
四
ｍ
目
①
園
巨
局
陣
ｏ
岸
⑦
園
巨

？

宍
の
浄
吋
の
『
〕
竺
両
吋
匿
ロ
ゴ
口
一
画
の
Ｈ
］
】
巴
耐
口
電
さ
四
吋
』
①
時
（
ざ
。
扉
（
一
四
ｍ
四
口
生
の
時
の
］
画
津
時

』
四
国
ロ
龍
］
昌
斤
Ｑ
①
冒
巨
①
ロ
の
ロ
○
ず
閂
Ⅱ
函
四
匡
冒
乏
房
号
昌
冒
四
己
号
画

旨
冨
昌
の
ｏ
彦
①
旨
胃
侭
預
①
ユ
．
雷
旦
蝉
口
頭
、
旨
２
①
胃
昌
索
目
．
ご

（
完
）
ロ
四
四
①
哩
鼻
巾
踊
一
六
四
九
年
十
一
月
七
日
。

（
舌
）
弔
辞
、
七
二
頁
。

（
三
）
弔
辞
、
「
謝
辞
」
、
頁
数
記
載
な
し
。

（
三
）
弔
辞
、
七
三
頁
。

（
三
）
弔
辞
、
七
六
’
七
七
頁
。

（
茜
）
弔
辞
、
七
七
頁
。

（
三
）
弔
辞
、
ヨ
ー
ハ
ン
．
、
コ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
の
「
謝

辞
烏
頁
数
記
載
な
し
。

（
三
〈
）
弔
辞
、
付
記
。

（
毛
）
ル
カ
の
福
音
書
（
二
、
二
十
平
ｌ
三
十
三
）
に
よ
れ
ば
、
エ
ル
サ
レ
ム

に
信
仰
深
い
シ
メ
オ
ン
と
い
う
名
の
人
が
い
た
。
こ
の
人
は
聖
霊
に

よ
り
、
「
主
の
つ
か
わ
す
救
い
主
に
合
う
ま
で
は
死
ぬ
こ
と
は
な
い
」

と
告
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
彼
は
幼
子
イ
エ
ス
に
出
会
い
、
そ

の
子
を
腕
に
抱
い
て
言
っ
た
。
「
い
ま
こ
そ
私
を
安
ら
か
に
去
ら
せ

て
下
さ
い
ま
す
、
私
の
目
が
今
あ
な
た
の
救
い
を
見
た
の
で
す
か

ら
」
。

扇
冒
８
目
印
の
甚
口
巳
⑦
言
」
と
は
救
い
主
と
の
出
会
い
と
、
そ
れ
に
続

く
安
ら
か
な
死
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
天
）
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
の
は
「
モ
ー
ゼ
の
祈
り
」
（
詩
締
九
十
篇
）
の
こ

と
で
、
そ
こ
に
は
「
わ
れ
ら
の
年
の
尽
き
る
の
は
、
ひ
と
息
の
よ
う

で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
よ
わ
い
は
七
十
年
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は

(150） 622



（
元
）
弔
辞
、
七
七
’
七
九
頁
。

（
三
）
旧
の
君
国
侭
市
議
会
文
書

健
や
か
で
あ
っ
て
も
八
十
年
で
し
ょ
う
。
」
と
あ
る
。

目
．
の
①
宮
旨
目
⑱
ｚ
瞬
司
巴
．

（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）

(151）623


